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　　This paper analyzed regional disparities by using a national survey of senior university students for 
job hunting. The findings of the analysis are as follows. First, through the comparison of the process of job 
hunting between regions, it was found that there was a disparity between urban and rural areas in terms 
of the amount of time spent on job hunting. There was a considerable amount of early activity in urban 
areas as compared with rural areas. However, the analysis of results in terms of job hunting and the rate 
of the appointed time of the survey (where the job hunting ends) showed that there was no significant 
difference in the degree of satisfaction and little difference between urban and rural areas with regard to 
aspiration of students who found a job. This analysis reveals that student jobs in rural areas are generally 
viewed as disadvantageous, which may lead to the thinking that students are hired rather quickly and 
efficiently. The undergraduate labor market in some areas is not only divided, but it is also suggested that 
the matching function is different.





























































































































によると、全国の 20-24 歳人口は 7,350,598 人（総
人口の 5.75％）であった。47 都道府県のうち最
も多いのが東京都の 859,742 人、次いで神奈川県






が、沖縄県が 6.2％で 7 番目に位置している。







は 0.95 倍であった（図 2）。全国平均を上回る 21
都府県のうち、最も経済が好調とされる愛知県は









によれば、2008 年 3 月卒の民間企業の求人総数
932,600 件を民間企業就職希望者数 436,500 人で
割った 2.14 倍という数値は、1990 年前後のバブ
ル期に続く高い倍率であった。従業員規模別で見













【図 1】都道府県別総人口に占める 20-24 歳人口割合（2005 年）
資料出所：総務省「平成 17 年国勢調査」より作成





2007 年の完全失業率は全年齢で 3.9％、15-24 歳
は 7.9％であった。若年層の失業率がピークだっ


























【図 3】　都道府県別若年失業率（男女計、15-24 歳、2002 年）
資料出所： 総務省「平成 14 年就業構造基本調査」都道府県，男女，年齢階級別完全
失業率（平成 14 年 9 月）より作成



























　調査時期は 2007 年 11 月である。
　調査回答者は、就職活動を行なった（または就
職活動中の）全国の大学 4 年生 1,851 名（男性











































公立大学が 97 名（7.0％）、一般国公立大学 284
名（20.5％）、難関私立大学 239 名（17.3％）、一










社会科学系 357 名（25.8％）、理工農学系 292 名
（21.1％）、その他 247 名（17.9％）、医師薬学系




















































17.88 社、筆記試験社数は 10.16 社、会社説明会


































社、21.63 社、エントリーシート提出が 24.52 社、
15.71 社、説明会が 24.53 社、17.34 社、筆記試
験 が 13.76 社、8.99 社、 面 接 が 12.89 社、8.23
社であった。このように選考過程には大学の難易
度による差が見られるものの、内定取得は「難関
大学」が 1.98 社、「非難関大学」が 1.81 社と大
きな差はない。















なく、「3 年生春以前」で約 4 分の 1 から約 3 割、「3
年生夏頃」には約半数近くが就職を考え始めてお
り、その後「3 年生秋頃」までに 7 割を超え、「3
















約 3 割、「3 年生 12 月」で 8 割を超えている。一方、
「中国・四国」は「3 年生春以前」は 4.1％、「3 年
生夏頃」は 13.5％と全国で最も低く、「3 年生 3 月」
に 8 割を超えるなど、活動のペースが遅い。「北
海道・東北」「関東（首都圏以外）」「中部・東海」「近
畿」「九州・沖縄」は、「3 年生夏頃」に約 2 割、「3




報収集に着手し、「4 年生 4 月」になると約 9 割
に達する。
【図 8】　就職に関する情報を探し始めた時期











のの、「3 年生 12 月」に 6 割を超え、業種のイメー
ジを持つ学生が 3 年生の秋以降増加している。反
対に「中国・四国」は、「3 年生春以前」では「首
都圏」とほぼ同じ 13.5％だったが、「3 年生 12 月」
でも半数以下にとどまり、全国で最も低かった。









は「3 年生春以前」に 2.7％、「3 年生 3 月」に約
7 割と全国で最も低いことを見ると、地域ごとの
特色が影響しているのかもしれない。「首都圏」
は「3 年生夏頃」までは 1 割台だが、「3 年生秋頃」
に約 3 割に迫り、他のブロックに先駆けて「3 年
生 2 月」に 77.7％、「3 年生 3 月」に 86.2％に達
する。
【図 10】　就職したいと思った会社をイメージし始めた時期






圏」は「3 年生秋頃」の 37.5％、「3 年生 12 月」





「3 年生 1 月」でも 4 割と最も低い。「九州・沖縄」















2 割以下、「3 年生 12 月」で 3 割台と、「首都圏」
と比べて大きな差がついている。
【図 12】　会社説明会、セミナー等に参加し始めた時期























「関東（首都圏以外）」は「3 年生 3 月」に 15.6％、「4
年生 5 月」に 62.5％と全国で最も高く、「首都圏」
を上回っている。「首都圏」は「4 年生 6 月」に 7
割を超え、「4 年生 7 月」に約 8 割に迫る。「首都
圏」が必ずしも早くないのは、首都圏には企業規
模の大きい企業が多く、選考段階に時間がかかる
ためと考えられる。「九州・沖縄」は「3 年生 3 月」
で 0％、「4 年生 5 月」で約 4 割と、全国で最も遅
いペースである。


































=0.64, n.s.）、「非難関大学」は F（6,851）=0.22, 
n.s.））。
【図 14】　内定先の企業規模
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